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１ はじめに

乗鞍岳は長野・岐阜の県境，飛騨山脈の南端に位置する成層火山である（図１）．
噴気地帯を有すことから気象庁の活火山に認定されているが，噴火の記録は残さ
れていない．乗鞍岳の火山体はほぼ南北方向に連なる小火山からなり，主なもの
として北から四ツ岳，烏帽子岳，恵比須岳，摩利支天岳，権現池（剣ケ峰），高
天ヶ原があげられる．これらは，安山岩質・デイサイト質の溶岩を主とする成層
火山である（中野ほか，１９９５）．このうち恵比須岳，摩利支天岳，剣ケ峰は火口
湖を有し，それぞれ，亀ケ池，不消ケ池，権現池と呼ばれている．
乗鞍岳の最新期の噴火活動は，守屋（１９８３），奥野ほか（１９９４，１９９５）によ

り報告されている．奥野ほか（１９９４）は，最新期のテフラ群の中から２枚のマグ
マ噴火によるテフラ（剣ケ峰火山砂と位ケ原テフラ）を認め，給源はいずれも剣
ケ峰とした．その上位に鬼界アカホヤテフラ（Ｋ-Ａｈ）がみられる（奥野ほか，
１９９５）．
筆者らは，乗鞍岳の最近１万年間の噴火活動を明らかにするために降下テフラ

の層序や火山地形を検討し，恵比須岳の噴火などいくつかの新たな知見を得た．
本稿では，恵比須岳の噴火の概略および剣ケ峰火山砂の１４Ｃ年代値を報告する．

２ ． 降 下 テ フ ラ か ら み た 最 近 １ 万 年 間 の 噴 火 活 動

乗鞍岳を起源とするテフラは，乗鞍岳の東側山麓，剣ケ峰・恵比須岳などの山
頂から約４ｋｍ以内にみられる．この地域の代表的なテフラ柱状図を図２に示す．
剣ケ峰火山砂（以下，Ｎｒ-Ｋｎという）は，下部の薄い白色粘土質火山灰層とそ

の上位の青灰色火山砂層よりなる（奥野ほか，１９９４）．火山砂層はラミナ構造を
有し，しばしば植物遺体の印象がみられる．この噴火は，水蒸気噴火にはじまり
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図１乗鞍岳の位置およびそれを構成する火山体

断続的なブルカノ式噴火に移行したものと考えられる．
Ｎｒ-Ｋｎの等層厚線図を図３に示す．露出が悪く分布の詳
細は不明であるが，１０ｃｍの等層厚線からＨａｙａｋａｗａ
（１９８５）の式を用いて計算される体積は，０．０４ｋ❹である．
位ケ原テフラ（Ｎｒ - ＫＯは，下部の粘土質火山灰層
（Ｋｒ-Ａ）と上部のスコリア層（Ｋｒ-Ｓ）に分けられる（奥
野ほか，１９９４，１９９５）．剣ケ峰の火山体では直径数十
ｃｍのパン皮状火山弾が地表付近にしばしばみられる．
剣ケ峰近傍の火山体斜面では黒色粗粒のスコリア層より
なり，しばしば転動による成層構造をなしている．Ｎｒ-
Ｋｒは剣ケ峰を含む権現池火山体の斜面を覆っていること
から，剣ケ峰はこの噴火以前に形成されていたと考えら
れる．この噴火は権現池火口での水蒸気噴火にはじまり
スコリア噴火に移行した．権現池火口の南縁には屏風岩
火砕岩（体積０．００４ｋ❹以下；中野ほか，１９９５）も形成さ
れ た ． こ の 火 口 か ら 西 側 に 分 布 す る 岩 井 谷 溶 岩 （ 体 積
０．１０ｋｍ３；中野ほか，１９９５）はこの噴火のときに流出し
たものと考えられている（奥野ほか，１９９４）．Ｎｒ-Ｋｒと
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図 ２ 乗 鞍 岳 の テ フ ラ 群
の柱状図
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岩井谷溶岩の分布を図４に示す．Ｎｒ-Ｋｒの体積は，それぞれＫｒ-Ａが０．０２ｋ❹，Ｋｒ-
Ｓが０．０４ｋ❹である（奥野ほか，１９９４）．
Ｎｒ-Ｋｒの上位の黒色土層中には，粘土質火山灰層が数枚みられ，Ｋ-Ａｈもこの土

層中に見出される（奥野ほか，１９９５）．これらのなかには，同質の火山灰層が腐
植土を薄く挟んで数枚みられることが多く，ひとつの露頭でも側方に追跡すると
分岐，合流がしばしば観察される．この地域では，冬季に厚い積雪があるため春
から夏にかけて融雪洪水などによって，降下した火山灰がしばしば再移動するも
のと考えられる（奥野，１苛三）．したがって，これらの噴火の回数を推定するに
は，Ｋ-Ａｈとの層位関係や層相の違いなどを十分考慮して数えなくてはならない．
このようにして黒色土層中の火山灰層の枚数を数えると，少なくとも４回の噴火
を見積もることができる．
この上位に青灰色の砂質火山灰を主とするテフラが確認される．このテフラは

後述するように給源が恵比須岳と判断されることから恵比須岳テフラ（Ｎｒ-Ｅｂ）
と呼ぶ．ｌヽヽＪｌｒ-Ｅｂはその層相により３つに細分することができ，下位からＥｂ-１，
Ｅｂ-２，Ｅｂ-３とよぶ（図２）．Ｅｂ-１～３の等層厚線図を図５に示す．１０ｃｍの等層厚
線からＨａｙａｋａｗａ（１９８５）の式を用いて計算される体積は，０．０３ｋｍ３である．Ｅｂ-１
は薄い白色粘土質火山灰層からなり，噴火初期の水蒸気噴火によるものと判断さ
れる．ＩＥｂ-２は青灰色の細粒な火山砂層を主とし，少量の榛を含む．赤色に高温酸
化した砂を含むことから，赤熱した溶岩が火ロ底に現れた時期があったものと考
えられる．恵比須岳火口周辺でみられるＥｂ-２は榛を含むものの，砂サイズの粒子
を主体とすることから，比較的静穏に火山灰を放出する活動であったものと判断
される．Ｅｂ-３は青灰色の火山傑よりなる．層厚はＮｒ-Ｅｂの中で最も薄く，明確な
層として認識できない露頭も多い．恵比須岳東近傍の大黒岳では地表付近に直径
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１ｍ以上の巨磯を含むパン皮状火山弾，火山峡が分布しており，噴出量は少ない
が激しいブルカノ式噴火を行ったものと考えられる．Ｎｒ-Ｅｂは等層厚線の形状，
およびＥｂ-２とＥｂ-３が恵比須岳近傍で粒径が増大することから，給源は恵比須岳と
判断される．噴出年代は，下位のＫ-Ａｈとの層位関係から約２０００年前と推定され
る．

３。恵比須岳テフラと恵比須岳火山体の関係

恵比須溶岩（０．４９ｋ❹；中野ほか，１官三）は，恵比須岳から主に西側に流出し
た溶岩である．この溶岩流の表面には，溶岩堤防や溶岩じわが顕著にみられる．
また，分布域に隣接する土樋池，大丹生池はこの溶岩によるせき止め湖である．
これらの火山地形は，乗鞍火山地域内でも特に新鮮な状態で保たれている．
中野ほか（１９９５）は，恵比須岳火山体の全てが恵比須溶岩によって構成されて

いるとしている．しかし，恵比須岳火山体は１ヽヽＪｒ-Ｅｂを含む表土に覆われた箇所と
覆われていない箇所がみられる．図６にＮｒ-Ｅｂに覆われている箇所と覆われてい
ない箇所を示す．Ｎｒ-Ｅｂに覆われていない箇所では，新鮮な恵比須溶岩が直接露
出しており，流下方向である西側は大部分が恵比須溶岩より構成されるが，東側
の分布は一部である．
Ｎｒ-Ｅｂと恵比須溶岩のこのような分布状況は，恵比須溶岩はＮｒ-Ｅｂの噴出後主

に西側に流出し，東側のものは噴火時に火口を満たした溶岩が火口壁に張り付く
ように少量が残存している状況を示す．Ｎｒ-Ｅｂの上位に顕著なテフラがみられな
いことを考えると，Ｎｒ-Ｅｂは乗鞍岳における最新のマグマ噴火であり，恵比須溶
岩もＮｒ-Ｅｂの噴火末期に流出したものと考えることができる．

Ｎｒ-Ｅｂに覆われていない部分

図６恵比須岳火山体でのＮｒ-Ｅｂの分布
（富士見岳付近からみたスケッチ）

４ ． 剣 ケ 峰 火 山 砂 直 下 の 炭 化 木 片 の １ ４ Ｃ 年 代 値

Ｎｒ - Ｋ ｎ 直下の炭化木片の１４Ｃ年代値を名古屋大学年代測定資料研究センターの
タンデトロン質量分析計（Ｎａｋａｍｕｒａ吋肛，１９８５；中村・中井，１９８８）を用いて
測定した．Ｎｒ -Ｋｎの年代値はこれまで報告されていない．得られた１４Ｃ年代は，
８６６０±２３０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-４２２９）である．年代値の算出にはＬｉｂｂｙの半減期５５６８
年 を 用 い ， 測 定 誤 差 は １ ４ Ｃ の 計 数 誤 差 に も と づ いて １ 標 準 偏 差 （ １ Ｃ Ｊ ） で 示 して
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いる．試料が少量で（５１３Ｃｐｒ）１３値が未測定なだめ，同位体分別効果は補正していな
い．ＫｒｏｍｅｒａｎｄＢｅｃｋｅｒ（１９９３）の樹輪較正曲線を用いたコンピューターソフト
Ｇ加£７石（Ｎｉｋｌａｕｓ，１９９１；Ｎｉｋｌａｕｓ琵肛，１９９２）によって１４Ｃ年代値から暦年代
に較正すると，９８８８-９４１０ｃａｌｙｒＢＰりＩ・ｏｂａｂｉｌｉｔｙ：１００％）になる．
Ｎｒ-Ｋｎの上位にあるＮｒ-Ｋｒについては，８２７０±６０ｙｒＢＰの１４Ｃ年代が得られてい

る（奥野ほか，１９９５）．この１４Ｃ年代を同様の方法で暦年代に較正すると，９３６９-
９３４０ｃａｌｙｒＢＰ（１８．３％），Ｓ）：３：３０-９３２７ｃａｌｙｒＢＰ（２．４％），Ｓ）Ｓ２４０-９２１３ｃａｌｙｒＢＰ
（１８．０％），９２００り１６５ｃａｌｙｒＢＰ（２４．２％），Ｓ）：Ｌ５２-９１３４ｃａｌｙｒＢＰ（１１．７％），
Ｓ）１３：ｔ-５Ｊ０９５ｃａｌｙｒＢＰ（２５．３％）となり，両者の時間間隙は数百年程度であると見
積 も ら れ る ． 最 近 １ 万 年 間 に ３ 回 し か 確 認 さ れ て い な い マ グ マ 噴 火 が こ の よ う な
わ ず か の 間 隔 で 発 生 し て い る こ と か ら ， こ の 時 期 は 剣 ケ 峰 が 活 動 期 で あ っ た と 考
えることができる．

５ ． ま と め

Ｎｒ-Ｋｎの１４Ｃ年代値は８６６０±２３０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-４２２９）であり，較正しか暦年代
は９８８８-９４１０ｃａｌｙｒＢＰであった．その上位のＮｒ-Ｋｒとの間の休止期間は，数百
年と非常に短い．
従 来 ， 乗 鞍 岳 の 最 近 の 活 動 は ， 平 均 ７ ０ ０ 年 の 間 隔 で 小 規 模 な 水 蒸 気 噴 火 を 繰 り

返 して い る も の と 考 え ら れて い た （ 守 屋 ， １ ９ ８ ３ ） ． し か し ， Ｋ - Ａ ｈ よ り 新 し い 時
期 に 恵 比 須 岳 で マグ マ 噴 火 が 発 生 して お り ， そ の 時 の 噴 出 物 が Ｎ ｒ - Ｅ ｂ と 恵 比 須 溶
岩 で あ る と 考 え ら れ た ． Ｋ - Ａ ｈ よ り 若 い 時 期 に も マ グ マ 噴 火 が 発 生 し て い た こ と
が明らかとなった．今後はＮｒ - Ｅｂの噴出年代を特定する必要があろう．

謝辞： この研究の一部に文部省科研費（特別研究員奨励費：２０５１） を使用した．
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Ｙｏｓｈｉｏｋａ，Ｓ．（１９８５）Ｄｉｒｃｃｔｄｅｔｅｃｔｉｏｎｏｆｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎｕｓｉｎｇａｃｃｅうｋｒａｔｏｒｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ

ａｎｄｉｔｓａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｔｏａｇｅｍｃうａｓｕｒｃｍｅｎｔｓ．Ｊ叩皿ｊｏ£ｊハノ１μμ．？力ｙｓ・，２４，１７１６，１７２３．

Ｎｉｋｌａｕｓ，Ｔ．Ｒ・（１９９１）ＣａｌｉｂＥＴＨ１．５ｂ，Ｐｒｏｇｒａｍｆｏｒ（２１１ｂｒａｔｉｏｎｏｆｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎｄａｔｅｓ
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（ｌｎｓｔｉｔｕｔｅｏｆｌｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅＥｎｅｒｇｙＰｈｙｓｉｃｓ，ＩＥＴＨ，Ｚｔｉｒｉｃｈ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ）．
Ｎｉｋｌａｕｓ，Ｔ．Ｒ．，Ｂｏｎａｎｉ，Ｇ．，Ｓｉｍｏｎｉｕｓ，Ｍ．Ｓｕｔｅｒ，Ｍ．ａｎｄｘＶ６ｌｎｉ，ＸＶ．（１９９２）
ＣａｌｉｂＥＴＨ：ａｎ血ｔｅｒａｃｔｉｖｅｃｏｍＰｕｔｅｒｐｒｏｇｒａｍｆｏｒｔｈｅ（；２１１１ｔ）ｒａｔｉｏｎ０１７ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ
（ｌａｔｅｓ．尺❹ｊｏａ功皿，３４，４８３-４９２．

中 野 俊 ・ 宇 都 浩 三 （ １ ９ ９ ５ ） Ｋ - Ａ ｒ 年 代 に 基 づ く 乗 鞍 火 山 の 形 成 史 （ 演 旨 ） ． 日
本火山学会講演予稿集，１９９５-２，９１．

中 野 俊 ・ 大 塚 勉 ・ 足 立 守 ・ 原 山 智 ・ 吉 岡 敏 和 （ １ ９ ９ ５ ） 乗 鞍 岳 地 域 の 地
質 ． 地 域 地 質 研 究 報 告 （ ５ 万 分 の １ 地 質 図 幅 ） ， 地 質 調 査 所 ．

奥 野 充 （ Ｄ ９ ５ ） 降 下 テ フ ラ か ら み た 水 蒸 気 噴 火 の 規 模 ・ 頻 度 ． 金 沢 大 学 文 学
部地理学報告，７，１-２３．

奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 守 屋 以 智 雄 ・ 早 川 由 紀 夫 （ １ ９ ９ ４ ） 乗 鞍 岳 火 山 ， 位 ケ 原 テ
フラ層直下の炭化木片の加速器１４Ｃ年代．名古屋大学古川総合研究資料館報告，
１０，７１-７７．

奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 新 井 房 夫 ・ 守 屋 以 智 雄 （ １ ９ ９ ５ ） 乗 鞍 岳 火 山 ， 位 ケ 原 テ フ
ラ層の１４Ｃ年代．名古屋大学古川総合研究資料館報告，１１，１０９-１１２．
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